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はじめに 

「公務員になりたい！」との希望を持って地域学部

に入学してくる学生は多い。しかし，実際に公務員が

日々どのような業務に携わっているのかについて理

解して希望している学生は非常に少ないのが現実で

ある。そのため，「公務員になってどんな仕事をした

い？」という質問に対して明確に回答できる学生はほ

とんどいない。ただ漠然と抽象的に「公務員になりた

い！」というだけで，どのような仕事内容なのか明確

かつ具体的にわかっていないため，公務員なら何でも

良いということになっている現状があるように思え

る。中には親がそう望んでいるからとか，友人が目指

しているからといったまったく主体性のない話も散

見される。このことは就職活動において明確な将来像

を描けていないことによるマイナス面だけではなく，

就職後に「こんなはずではなかった」ということにな

る危険性すら有していることとなる。とはいえ，公務

員に限らず私企業に就職する学生についてもどのよ

うな仕事かよくわからずに就職することも多いので

あって，また，職務内容については実際に就職した後

に研修等で学べばより正確であるし，然るべき担当か

ら指導を受ける方が間違いない，所謂「餅は餅屋」的

な発想から，これまでは特にこのような職業について，

ゼミ内におけるある種のキャリア教育には力を入れ

てこなかった。実際，そのようにしていても研究室に

所属する学生たちは希望の就職先に就職していった

し，現実にその就職先で活躍しているようでもある。

しかし，学生たちの進路希望を聴くたび，もう少し明

確な将来像を描けないものか，自身に最も適した就職

先を学生の間に見つけて欲しいという想いは拭い去

ることはできなかった。 

私（佐藤）は，地方公共団体における様々な委員を

20 件近く拝命している関係上，その委員会に関わる事

務局の職員の方々や委員の方々に接する機会が非常

に多い。事務局の担当者は当然公務員の方々であるが，

委員の方々には私企業の職員を含め様々な経歴を有

している人がいる。そこで，そのような方々に公務員

に限らず私企業も視野に入れて学生たちの将来像に

ついての話をさせていただいたところ，非常に関心を

持っていただき，是非学生たちに職務内容の話をさせ

て欲しいというとてもありがたい申出をいただくこ

とが多くなってきた。そこで，佐藤研究室においては，

これまで様々な公務員の方々やいろいろな職種の

方々に実際に大学へ足を運んでいただき，その職務内

容や就職後の研修内容，どのようなキャリアアップが
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図れるかといった講演をしていただいている。公務員

に限ると，これまでに裁判所事務官・裁判所書記官・

家庭裁判所調査官・検察事務官・公正取引委員会の職

員・労働局の職員・県の職員・市の職員・市議会議員

といった方々にご講演いただいており，その内容は新

聞等にも報道されている1ところである。学生たちから

してみれば市役所の窓口業務しか（役所で最も重要な

のが住民との接点である窓口業務ではあるが）公務員

像が描けなかったところ様々な職種があり，自分の知

らないところで自分とも関係しているということを

知って，毎回満足しているようである。そのおかげで

近年，自身の進路を明確にイメージし，希望の職業に

就くことができる学生が増えるようになってきてい

る。忙しい中，大学まで足を運んでいただき，貴重な

お話しを学生たちにしていただいているみなさまに

は感謝の言葉しかない。 

先述の通り，様々な公務員の方々や職種の方々には

お忙しいところわざわざ大学に足を運んでいただい

てご講演いただいている。その流れで，裁判傍聴や検

察庁の庁舎見学，市議会議場での発表といった学生先

方に出向く機会もいただいているところである。とい

っても，まずは学内で話を伺うというのが中心であっ

て，その上で招待されるというが通常であった。その

ため学外での活動は極めて少なかったといえるであ

ろう。 

そのような中，近年，鳥取市から町内会の加入促進

についての調査依頼2や気高総合支所からの浜村地区

地域活性化プロジェクトへの参加要請3等をいただき，

学外での活動をする機会が増えてきているところで

ある。特に後者，2020（令和２）年度から「浜村地区

活性化委員会4（以下「活性化委員会」）」に参加し，鳥

取市気高町浜村（以下「浜村地区」）の活性化を学生の

立場からサポートしている（この活動を「浜村地区活

性化学生プロジェクト」という）ことは学外での活動

の最たるものである。2021（令和３）年度には，月１

回の委員会への参加に加え，現地視察・訪問アンケー

ト調査・住民企画のイベントのボランティアといった

活動を行ってきた。また，2022（令和４）年度は，月

１回の委員会がなくなり，各班の報告会5となるため，

それへの参加や気高町総合支所（以下「気高支所」）と

の定期的な情報交換及び依頼に応えていくという方

針で活動を行うこととしている。さらに，他市の地域

活性化事例の調査も積極的に行っていく予定として

いる。本稿は，その一環として行った埼玉県川口市視

察について考察するものである。 

なぜ遠く埼玉県のそれも川口市なのか。これには３

つの大きな理由がある。 

まず，埼玉県川口市は私（佐藤）に非常になじみ深

い土地であるということである。私自身周辺自治体に

居住していた経験があり，また別の周辺自治体で働い

ていたこともあり，現在はさらに別の周辺自治体の行

政不服審査会及び情報公開・個人情報審査会の委員を

している。つまり，埼玉県川口市には私自身土地勘が

あるのである。実際に今でも食料品等買い物に訪れる

ことも多く，まさに私にとっての生活圏内であると言

ってもよい地域である。 

次に，上記の理由からなのか，YouTube のおすすめ

動画に，2022 年１月頃から『ロード・オブ・ＯＮＡＲ

Ｉ～未来へつなぐ想い～』という映画があがるように

なってきた。最初は何か公開される映画の広告か何か

なのかなとあまり気にも留めていなかったのだが，な

んとなく面白そうといった理由で，ただなんとなくこ

の映画を視聴してみた。わずか 1 時間弱の映画であっ

たが，自身が訪れた川口の街の名所がふんだんに盛り

込まれつつも，映画の話の筋を崩すことなく，さりげ

なく街のＰＲをしていることから，とても親近感が湧

きつつ最後まで楽しめた。本映画のさらに詳細な内容

については，後に学生たちに紹介してもらうこととす

るが，地域学部の学生たちが観たら大いに参考となる

だろうと思える内容であると素直に感じたのであっ

た。そこで，私の研究室の学生や研究室に入室予定の

学生たちに紹介し，実際に各自 YouTube にて観てもら

い，その後ゼミ内で感想を聴いたところ，学生全員が

この映画の舞台である埼玉県川口市に実際に行って

みたいということだった。そこでそれならば自分たち

で川口市に連絡を取り，自分たちで計画を立てたら訪

問しても良いという条件を出したところ，学生たちが

先方に連絡をとり，先方でも歓迎していただけるとい

うことだったので実際に訪問することとなった。 

最後に，埼玉県川口市は中核市である。中核市に移

行したのは 2018（平成 30）年４月である。これは気高

町浜村を擁する鳥取市が中核市に移行したのとまっ

たく同時期である。そのため，このような同時期に中

核市に移行した市同士を比較するのも面白いのでは

ないかと感じたということも，今回の考察対象とした

理由である。 

 以上のことから，埼玉県川口市に実際に訪問させて

いただき，そこで観たり聴いたりした経験を今取り組

んでいるプロジェクトに活かすということが今回の

視察の最大のミッションであり，本稿で考察する最大

の目的である。 

 ここからは埼玉県川口市において貴重な経験をさ

せていただいた佐藤研究室の３年生に筆を譲りたい

と思う。 

地 域 学 論 集　　第19巻　　第１号（2022）62



佐藤 匡・梅谷 康平・河合 真希・岸本 星乃・西田 歩未・宮脇 ちひろ・與倉 千花： 
住民の生活と観光を両立させた持続的なまちづくり 

 

第１章 調査の前提 

本章では，私たち佐藤研究室の学生が埼玉県川口市

を視察対象地として選択した理由について述べたい

と思う。特に，第１節では浜村地区の現状，前提とな

る浜村地区活性化プロジェクトの概要と契機及び目

的に触れながら述べ，第２節で川口市着眼の経緯を述

べたいと思う。 

１ 浜村地区について 

埼玉県川口市について述べる前に，まず，鳥取県鳥

取市気高町浜村地区の特徴と現状について述べたい

と思う。気高町浜村地区は，気高町の人口の約半数を

抱える地区であり，経済においてもこの地域を支える

重要な役割を担っている6。地区内には，ＪＲ西日本浜

村駅及び宝木駅が存在し，鳥取や倉吉，米子といった

中心市街地まで鉄道１本で行くことが可能である。浜

村駅付近には，かつて栄えていた温泉街だったことを

思わせる通り7があり，そこに郵便局や観光案内所・旅

館・地元の飲食店・移住者によるコミュニティカフェ

や焼き菓子店8等が集積している。地区内には他にもス

ーパーマーケットや「ヤサホーパーク」9という大きな

公園・地域の図書館が存在し，生活の上で必要なもの

がほとんどすべて揃っているといえる。このように，

居住地域として住みやすいまちであると思える浜村

地区であるが，かつて温泉街として栄えたにも拘わら

ず，観光面においては「住民生活との両立ができてい

ない」という課題がある。また，観光案内所の敷居が

高くて入り辛い，所有者不在の廃屋となった旅館跡が

景観を阻害している等といった課題も山積している。 

次に，浜村地区活性化プロジェクトの概要について，

その契機を交えつつ述べたいと思う。本プロジェクト

は，佐藤研究室所属の学生主体で浜村地区の住民及び

鳥取市気高総合支所と連携して，気高町浜村地区の活

性化のための活動及び地域活性化についての調査・研

究を行うものである。活動の端緒については，2020（令

和２）年に，当時の気高総合支所の副支所長から，か

ねてから親しくしている指導教員（佐藤）へ観光面で

の地域活性化についての相談が持ち掛けられたこと

に発する。その内容が当時の所属学生（令和３年度卒

業生及び現４年生）の関心事項と合致していたことか

ら，指導教員の提案で，地域活動団体及び有識者等か

ら構成される活性化委員会にこれらの学生が参加す

ることとなった。また，実際に指導教員が本委員会の

アドバイザーとして加わっており，学生３名も学生ア

ドバイザーとして加わった。その委員会において「浜

村地区まちづくりグランドデザイン10」が策定された

ことから，浜村地区の将来計画や住民・行政・地域団

体が今後取り組むべき課題・テーマが可視化され，課

題実現のためにより具体的な取り組みが開始される

こととなった。2021（令和３）年度には，このグラン

ドデザインを基礎に，2022（令和４）年から 2024（令

和６）年の３年間で実施する第１次計画が策定された。

この第１次計画は「住民がつながるまち」・「空き家の

活用と美しい街並みのまち，気軽に商いができるま

ち」・「みんなが気軽に温泉に入れるまち」の３項目か

らなり，現在は委員に就任している住民の方々が中心

となって活動を行っている。佐藤研究室所属の学生た

ちは，アドバイザーとして活性化委員会への参加，グ

ランドデザイン認知度等に関する訪問アンケート調

査の実施，住民企画の温泉イベント11へのボランティ

ア参加等において，気高町浜村地区で幅広く活動して

いる。現在は先述の通り，住民主導で活動が実施され

ており，従来は月１回行われていた委員会の開催が今

年度からはないことから，地域活性化について他地域

との比較を含めた調査・研究の方に力を注いでいると

ころである。また，佐藤研究室においては，他大学と

の合同ゼミを行っているが，その中でこの取り組みを

紹介し，まったく浜村地区について馴染みのない先方

の大学の学生たちから，まったく馴染みがないからこ

そ自由に発想できる様々な意見を聴き，それらを参考

にその意見を現場に活かすことができないかどうか

日々考察しているところである。 

加えて，本プロジェクトの目的について述べたいと

思う。気高総合支所より佐藤研究室へ依頼のあった当

初の目的は，「浜村の魅力を活かした対外的なＰＲ（観

光の活性化）」というものであった。しかし，２年前に

本プロジェクトへの参加を佐藤研究室へ持ち掛けて

いただいた当時の気高総合支所の副支所長が隣の鹿

野総合支所へと転出されたことと，第１次計画の決定

から，観光に加えて，生活の拠点としての気高町浜村

地区に焦点が鮮明化されるようになったことから，現

在は「住民生活と観光を両立させた持続的なまちづく

りによって，浜村の人々の生活をよりよくする」とい

う目的を掲げるようになってきているところである。 

２ 川口市着眼の経緯 

それでは，なぜ視察対象地として川口市を選択した

のか，着眼の経緯とともに説明したいと思う。 

まず，選択の理由は，川口市の事例を浜村地区の活

性化に活かすことができると考えたためである。その

事例とは，『ロード・オブ・ＯＮＡＲＩ～未来へつなぐ

想い～』という市のＰＲ映画でのまちおこしである。

この映画を，佐藤研究室におけるメディア研究12の一

環として，指導教員の紹介・指導の下，所属学生全員

が各自視聴した。その上でこの作品について討論をし
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たことが，川口市を選択したきっかけである。この作

品は，2022（令和４）年１月 17 日に YouTube 上に公開

され，現在も無料で公開されている映画であり，現時

点で約３万回再生されている13映画である。その他，

この映画の内容についての詳細は第２章で後述する

が，ＳＦのようなコミカルなストーリーが進んでいき

つつ，川口市の産業や観光スポットの紹介を無理なく

自然に含めることで上手くＰＲしているところが本

作品の魅力である。この魅力的な作品に深く感銘を受

け，この制作に携わった川口市役所の職員の方々から

制作秘話等のお話を伺い，実際にロケ地巡りもしたい

と考えるようになったのである。 

埼玉県川口市と鳥取県鳥取市気高町浜村地区では，

首都圏と山陰地方ということで，環境等様々な面でま

ったく異なるように思えるが，地域活性化の手法とし

ては学ぶところが大いにあるのではないだろうかと

考えた。そこで，指導教員に相談したところ，現地に

行くまでと現地に行ってからのすべての計画と川口

市の然るべき部署と現地訪問についての交渉を学生

が自ら計画的にすることができるという条件を充た

せば訪問しても良いということだったので，この視察

の計画と先方への交渉を開始したのである。 

気高町浜村地区には，かつて温泉地として栄えた観

光地であったのにも拘わらず，現在これといった観光

スポットが少ない。この点においては，川口市と類似

していると考える。川口市は東京都内に勤め先がある

人々のベッドタウン，つまり，生活の拠点としての機

能が大きいと考える。これといった有名な観光スポッ

トがないのは気高町浜村地区と同様である。そのため，

川口市は気高町浜村地区と同様，観光政策の実施は難

しいと考える。 

しかし，『ロード・オブ・ＯＮＡＲＩ～未来へつなぐ

想い～』という市のＰＲ映画によって観光スポットと

しての付加価値がつき，今後観光地として変貌を遂げ

る可能性があると考えられる。実際，佐藤研究室所属

の学生たちも全員，この映画を視聴したことにより，

実際に現地に行ってみたいと考えたのであり，みごと

に映画を利用しての観光スポットの創造に成功して

いるといえる。このような観光スポットを創り出すと

いう手法は，気高町浜村地区にも当てはめることがで

きるのではないかと考えたことから，単なる川口市へ

の観光ではなく，自分たちが今取り組んでいる気高町

浜村地区のプロジェクトへの活用に向けて，比較検討

をするために現地視察をしたいと考えるに至った次

第である。 

 

第２章 川口市について 

１ 川口市の概要 

川口市は埼玉県の南端に位置し，県内第２の都市で

ある。荒川を隔てて東京都に隣接する地の利から人口

増加が続いている。2011（平成 23）年 10 月 11 日には

旧鳩ケ谷市と合併し，2018（平成 30）年４月 1 日には

鳥取市と同時に中核市へと移行した。合併・移行後の

人口数は，約 60 万人５千人と中核市の中では千葉県

船橋市に次いで全国第２位の人口数でもある。また，

ここ数年は外国人住民が３万８千人にも増加してお

り，全国自治体の中では第１位の外国人総数である都

市としても有名である。 

本市には中央に芝川，東に綾瀬川，南に荒川が流れ，

台地と低地からなる複雑な地形の中で，北側の台地で

は古くから植木や花木等の園芸栽培が行われ，南西部

の低地では鋳物や織物，味噌等の醸造業が根付いてい

る。川の恵みとともに，それらはものづくりの街の基

礎となり，街の発展を支えてきた。中でも，江戸時代

から発展してきた鋳物や植木等の産業は主要産業で

あるといえる。また，鋳物産業のきっかけとなったの

は，江戸時代に栄えた『日光御成道』周辺である。『日

光御成道』とは徳川将軍による日光東照宮社参の宿場

町であり，その周辺において全国有数の工業都市とし

て成長を続け，「鋳物の街・川口」の名を不動のものに

している。川口市は以上のことを「あいうえおのまち

川口」と称し，広報を行っている（表 1）14。 

【表１ あいうえおのまち川口】 

一方で，近年は住宅都市化，いわゆるベッドタウン

化が急速に進行している。街の玄関でもあるＪＲ川口

駅ではペデストリアンデッキ15が整備され，東口と西

口がつながり，華やかな街に変貌した。併せて，かつ

て多く在った工場群の移転とともに，跡地に高層マン

ションやショッピングセンター等が建設されており，

「住みやすい街」への移行といった新しい文化も産出

されている。実際に，住宅ローン専門金融機関アルヒ
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発表の「本当に住みやすい街大賞16」では 2019（令和

元）年から４年連続で上位にランクインをし，2020（令

和２）年，2021（令和３）年においては２年連続の１

位を受賞している。また，2022（令和４）年４月 25 日

には，首都高速道路で初の「川口ハイウェイオアシス」

が開設され，高速道路の休憩施設と本市が運営する

「イイナパーク川口」（公園）が連結された17。 

現在，川口市には新しい産業として映像産業の発展

が見込まれている。拠点として，ＳＫＩＰシティ18を

ＮＨＫラジオ放送所跡に建設し，国際Ｄシネマ映画祭

を開催する等，デジタルシネマ19を制作する企業やク

リエイターの育成にも取り組んでいる。今後も伝統産

業と新しい文化が交差する街としての発展が見込め

る都市であるといえる。 

２ 活性化政策の具体例 

川口市では，人口増加の要因でもある活性化政策に

力を入れている。本章ではその事例として以下の３つ

を挙げたいと思う。 
 １つ目に，「1110city.com20」という川口市の魅力発

信と定住促進サイトの作成を挙げたいと思う。「住め

ばわかる川口の魅力」を発信するために，川口市の遊

び心溢れるＰＲ動画や若者世代をターゲットにした

パンフレット等をサイト上で公開している。例えば，

「お願い住んで川口市」という動画では，市のマスコ

ットキャラクターである『きゅぽらん』が，不動産屋

で物件探しを行う家族に川口市に居住することの魅

力を発信する内容となっている。 

【図１ きゅぽらん21】 

 

また，若い世代に向けて将来川口へ定住してもらう

ことを目的に作られたパンフレットは「イイ。川口22」

と「もっとイイ。川口23」の二種類作成されている。前

者では，本市での休日の過ごし方に焦点を当てており，

イメージを持ちやすくするために写真を多用してい

る。また，「川口ストリートインタビュー」という内容

を通して，実際に住民の声を発信している。後者では

暮らしに焦点を当てて，アクセスや防犯・憩い・子育

てといった数種類のテーマから本市を発信する内容

で作成されている。 
２つ目に，川口市市産品フェアを挙げたいと思う。

ＳＫＩＰシティで開かれる川口市市産品フェアは，製

造業・緑化産業を中心に市内で生産される製品や市内

で営業するあらゆる業種のサービス等を広く周知す

るフェアである。本市市役所の産業振興課工業振興係

が中心となり，市内のサービスの発信・市内企業の販

路拡大と発展を図るとともに，地域経済を活性化させ

ることを目的として開催している。同時に，市民と生

活の産業を結び付けることも目的としている。その目

的と合わせて，開催のテーマとして「知ろう・使おう・

広げよう」というテーマも設定されている24。 
３つ目に，市のＰＲ映画である『ロード・オブ・Ｏ

ＮＡＲＩ～未来へつなぐ想い～』の制作を挙げたいと

思う。その内容は，埼玉県川口市を舞台に，日光東照

宮へ向かう『御成道』で現代へタイムスリップした三

代将軍・徳川家光が，現代の川口市の人々と協力しな

がら江戸時代に戻るための『御成道』の伝説を追うと

いったものである25。その中で登場する川口名物や川

口市の人々との交流から芽生えた熱い友情の場面も

見所である。この映画は，2020（令和２）年度に「川

口宿鳩ケ谷宿日光御成道まつり秋絵巻（映画祭）」を実

施予定だったが，2020（令和２）年度，2021（令和３）

年度とも中止となり，パンデミックの影響下において

の無料配信の企画として作成された。秋絵巻のイベン

トＰＲとして確保していた予算内で，人流を伴わず

『御成道』をＰＲする映像作品の制作ができないかと

考案され，委託業者と協議を重ねる中で持ち上がった

企画である。市役所も他機関と連携し，全面協力をし

ている。例えば，企画内容に沿った市内各所のロケ地

の選定への協力，市職員によるロケ地での交渉，市職

員約 20 数名が映画のエキストラとして出演といった

内容である。併せて，イオンモール川口店及びイオン

シネマ川口に協力を仰ぎ，密に連携を取りながら試写

会及び写真展を開催し，本市のＰＲを行った。特に，

舞台挨拶付き特別試写会の観覧応募者数は 723 名で，

全国各地からの申し込みがあり，応募席数倍率は 8.52

倍であった（応募席数:1313 席・当選席数:154 席）。県

外の主な当選者は山形県・愛知県・京都府・兵庫県等

であり，全国各地で本市のＰＲを行うこととなった。

映画制作が広範囲に影響を及ぼすことの証明となろ

う26。 
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【写真１「ロード・オブ・ＯＮＡＲＩ～未来へつなぐ想い

～」映画ポスター】

 

 

第３章 現地における視察及び調査 

今回の埼玉県川口市視察における現地視察及び現

地調査の訪問先は，宝珠山錫杖寺，イイナパーク川口・

川口ハイウェイオアシス， 富和鋳造株式会社，そして

川口市役所である。 

１ 宝珠山錫杖寺 

真言宗智山派の寺院である宝珠山錫杖寺は，江戸時

代に徳川家が日光東照宮へ行く際，昼食をとった寺院

である。 

【写真２ 錫杖寺本堂】 

 

元和８（1622）年，第二代将軍徳川秀忠が，日光社

参の折（日光御成道），御休息所となったことが元とな

り，徳川家と深い関りを持つようになったとされてい

る。『ロード・オブ・ＯＮＡＲＩ～未来へつなぐ想い～』

内でも，津田寛治氏演じる徳川家光が，江戸時代と現

代の両シーンでこの寺に登場した。錫杖寺本堂には，

徳川の家紋である三つ葉葵が瓦や，畳縁等至る所で発

見できた。江戸時代，三つ葉葵は徳川家が認めたとこ

ろのみ使用を許されていたため，錫杖寺は徳川家公認

の寺であったことが伺える。また，三つ葉葵は徳川家

の象徴であるため，三つ葉葵の縁を踏むことはもちろ

ん，寺の柱 1 本を傷つけたり，汚したりするだけで，

徳川を蔑ろにしたことと扱われ，処刑になるという厳

しい決まりがあったという。 

【写真 3 錫杖寺本堂内の畳】

 

さらに，大奥最後の御年寄である「滝山」が錫杖寺

に葬られている。大政奉還の際，滝山は 250 人の奥女

中に拝領物を与え，江戸城大奥の最後の締めくくりを

行った。江戸城から川口市へ向かうときに滝山が利用

していた駕籠は，錫杖寺で今も保存されている27。 

【写真４ 大奥最後の総取締「滝山」の駕籠】

 

地 域 学 論 集　　第19巻　　第１号（2022）66



佐藤 匡・梅谷 康平・河合 真希・岸本 星乃・西田 歩未・宮脇 ちひろ・與倉 千花： 
住民の生活と観光を両立させた持続的なまちづくり 

 

徳川家とのつながりを伺う中で，江戸から新川を挟

んで位置する川口市の立地が守りにも適していたた

め徳川家が休息所として選んだという話があった28。

都心から近く利便性の優れた土地であるのは約 400 年

を経た今も変わらないのだと感じた。 

 『ロード・オブ・ＯＮＡＲＩ～未来へつなぐ想い～』

撮影時の話では，高層マンションが四方に建つ高層マ

ンションが映り込まないように上から撮影したとい

う人工物が映り込まないための工夫について伺った。 

【写真５ 錫杖寺から外を見た実際の風景】 

 

さらに，作中では大名が畳の上にそのまま座り，他

の人と同じ高さで座っていたが，本来は畳越しに下か

ら狙われないよう厚い畳を敷いて座っていたという

裏話まで聞くことができた。お寺の原点である祈りを

重んじながら，寺や川口の歴史を未来へ伝えるために，

住職としての仕事や映画の撮影協力，ＳＮＳ広報活動

を行っているのだと感じた。 

錫杖寺は弘法大師の再来と言われた印融法印ゆか

りの寺院であり，談林所として多くの学僧の教育へ力

を入れてきた。その伝統は現在の錫杖寺まで引き継が

れ，御詠歌や寺子屋等を中心に学びを求める人々の中

心の場となっている。寺子屋では談林所の原点に戻り，

子どもたちの教育に力を入れている。技術の進歩が続

く現代において，実際に寺で学び，泊まるという体験

を通して普段とは違う生活の中で，多くの仲間ととも

に仏の教えを学び，未来へと活かすことを目的として

いる29。錫杖寺境内には地元の石材加工屋から寄贈さ

れたハローキティの像があり，子どもでも気軽に立ち

寄れる寺という印象を受けた。 

【写真６ 錫杖寺のハローキティ】 

 

前情報なしで視聴した『ロード・オブ・ＯＮＡＲＩ

～未来へつなぐ想い～』も興味深いものであったが，

お寺の方の説明を伺った後の方がさらに映画の内容

を理解できると感じたため，本視察終了後に再度，こ

の作品を視聴し，思いをはせた。 

２ イイナパーク川口 

『イイナパーク川口』は，正式名称を赤山歴史自然公

園（以下，公園とする）という。ここでは，その整備

の経緯についての詳細と，現地に赴いた上での所感と

考察を述べたいと思う。 
そもそも，公園の整備は，川口市の市政が始まって

から 80 年もの間，解決し得なかった重要課題に着目

し実行に移された施策である。その内容は，「行政が運

営する火葬施設の建設」であり，平成 13 年当初に，市

営火葬施設の建設を求める 14 万人の請願が提出され，

川口市前市長である岡村幸四郎氏により実施設計の

実現に至った30ことが契機となっている。そして，2012
（平成 24）年３月に都市計画31として公園の整備が決

定32された。この都市計画決定に至る背景としては，

先述した火葬施設の状況に併せ，川口市における公園

緑地の状況，計画地の地域特性が挙げられている。公

園緑地については，市内に残る緑地の多くが開発圧力

にさらされている現状と，当該計画地33が川口市及び

首都圏における重要な緑の拠点34として位置付けられ
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ているという事実が裏付けとなっている。 
次に地域特性についてである。当該計画地は，豊か

な自然環境に恵まれ，近隣には歴史文化遺産を有し，

枝ものや植木等川口市農業の中核的存在となってい

る地域であるほかに，周辺には観光・集客の拠点があ

り，道路網や交通インフラの面についても高い利便性

を持っているという特性がある。 
この背景があり，都市計画において「広域的な集客

制に配慮した『水と緑のオアシス空間』の創出」が計

画テーマとして決定され，公園整備は地域の振興や都

市農業の活性化にも資するものとされた35。そのため

川口市は，首都圏高速道路株式会社との協働によって

別途進行していた川ロパーキングエリアの整備と一

体的に行うことを決定し，地域拠点整備事業「ハイウ

ェイオアシス36」とした。そして公園は翌 2013（平成

25）年２月に基本設計が完了し，「自然環境や歴史文化

遺産を活用した，地域の振興や都市農業の活性化にも

資する公園」・「水と緑に囲まれた周辺環境と調和した

火葬施設」がその整備方針37とされた。翌 2014（平成

26）年の２月には実施設計が決定され，市は平成 29 年

５月に公園の看板や刊行物に使用するための愛称を

公募 38 ，８月に『イイナパーク川口（ IINA PARK 
KAWAGUCHI）』として決定した。 

整備が進められ，2018（平成 30）年には，子ども向

け大型遊具（フワフワドーム），歴史自然資料館，地域

物産館を含む公園の一部を開園39し，2022（令和４）年

４月 25 日に全面開園した。 
【写真７ イイナパーク川口のポスター】

 

イイナパークとしての開園後は，高速道路の利用者

に潤いのあるスペースを提供するとともに，都市公園

等の利用増進が図られている。範囲内に設けられた資

料館では，川口市の歴史等を外部の人たちにも伝える

工夫が施されているほか，隣接した土産店には，川口

市の地場産業である鋳物も展示されており，高速道路

から降り立った人々が川口市の文化に触れられる都

市施設となっている。 
【写真８イイナパーク川口の全体案内図】

 

次に，所感と考察を述べる。訪問した川口ハイウェ

イオアシスは，広々とした緑が多い空間で，パーキン

グエリアでありながら身近な公園という印象を受け

た。居心地の良い空間で，併設のショップも平日なが

ら多くの客でにぎわっていた。緑豊かな広場の開放感

が非常に心地よく，天候の望ましい日に改めて訪問し

たい。また，川口ハイウェイオアシス内には屋内遊具

施設「ASOBooN（アソブーン）」も併設されており，

子ども連れの利用者も多くみられた。観光客だけでな

く川口市の住民が気軽に利用できるような工夫が感

じられた。 
イイナパーク川口内の歴史資料博物館では，過去の

日光御成道まつりの資料映像を視聴することができ

た。たくさんの人々が武士や姫，従者等々に扮し，市

内を闊歩している様子が映し出されており，祭りの盛

況具合を知る事ができた。また，ジオラマや写真等で

川口市の歴史・文化・自然について展示されており，
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川口ハイウェイオアシスと連結していることで，市民

が改めて居住区たる川口市について知り得る憩いの

場となると同時に，川口市に立ち寄った観光客の心を

動かすものになっていると感じた。火葬施設も，敷地

内から見える範囲にあったものの，景観に配慮された

外観をしており，まちなかに火葬施設を設置する場合

の配慮を今まで考えたことがなかったことに気付か

された。鳥取では火葬施設が山中にあるため気になら

なかったが，まちなかにいきなり火葬場があれば日常

からあまりにも浮いてしまうため，カモフラージュさ

れた見た目にする必要があるのだと，まちづくりの観

点でも学びになった。 
【写真 9 赤山陣屋の案内】

 

【写真 10 赤山陣屋のジオラマ】

 

視察中，川口市内を充分に散策できたとはいえない

ため，実際に川口市の緑地がどれほどなのか体感する

ことは叶っていないが，敷地内に入る沿道の草花をは

じめ，広場の芝生と敷地を囲む植木が，景観の良さを

感じさせる。基本設計資料にもある通り，パーキング

エリア・都市公園・火葬施設が一体となった拠点は珍

しいものであるが，自然景観と観光ショップ・遊び場，

さらに歴史資料館が学びの場の役割を果たし，地域の

魅力を観光客・地元住民に問わず発信する拠点として

川口市の発展に積極活用されるのではないかと考え

る。 

３ 富和鋳造株式会社 

鋳物は川口市の地場産業である。川口市には，鋳物

の原料となる鉄を溶かす溶解炉「キューポラ」をモチ

ーフとした『きゅぽらん』というマスコットキャラク

ターがいる。そして，現在キューポラを見ることがで

きる工場は数箇所となっており，富和鋳造株式会社は

そのうちの１つであり，下水道のパイプや産業機械の

鋳物を製造している。 
【写真 11 富和鋳造株式会社入口】 

 
【写真 12 キューポラ】

 

【写真 13 「とりりん」と「きゅぽらん」】 
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この工場では，川口を代表する産業の１つとなって

いる鋳物を製造しており，幕末には津軽藩から依頼を

受けて 18 ポンドカノン砲を製造したのだという。現

在でもこの大砲の復元品を見ることができ，観光スポ

ットの１つとなっている。鋳物とは，高温で溶かした

金属を，砂で作った型の空洞部分に流し込み，冷やし

て固めた製品のことで，現代でも様々な場所で活用さ

れているものである。そして，この鋳物を製造する際

の液状にした鉄を鋳型に流し込む注湯という作業は

１日に数回しか行われない作業で，私たちが訪問する

時間帯に行われるように調整していただき，実際にこ

の作業を目近で視察させていただいた。 

作業を見学させていただいている間に，この工程で

は「成分調整と温度管理」が材質における直結ポイン

トであるため非常に重要であり，長年の作業の中で成

功率が高くなるように情報収集を行い，ノウハウを磨

いてきたのだとお聞きした。その中でも特に温度調整

については，クレーンの操作テクニックやスピード感，

チームワークが重要となってくるものであるため，危

険な現場であるが機械化されることなく今でも人の

手で行われているということを知ることができた。 
 注湯を見学させていただいた後は，工場前に設置さ

れている大きな鉄球についてのお話を現代の名工40の

称号を得られている方に伺うことができた。その鉄球

は以前，地上波で放送されていたバラエティー番組

『ほこ×たて』に出演した際に使用されたものである

とのことであった。当番組内で富和鋳造が作成した鉄

球は「どんなものでも破壊する鉄球」として紹介がさ

れており，絶対に壊れないとされているものと何度も

対決を行い，連戦連勝という結果を残した。この勝利

によって富和鋳造で製造されている鋳物の知名度は

さらに上がり，日本全国に富和鋳造の技術力の高さを

知らしめることができたと話しておられた。 

富和鋳造で見学させていただいた注湯という作業

は，鉄が液状になるのに必要な温度は 1500 度以上で

あるため，液状になった鉄が鋳型に流し込まれると，

たくさんの火花が散り，非常に危険な作業であるとい

うことを私たちでもひしひしと感じることができた。

そんな危険な作業であるにも関わらず，現場で作業を

行っておられる方々は非常に慣れた手つきで落ち着

いて作業にあたっておられた。危険な作業ではあるも

のの，作業工程や作業に使用される道具等にはこれま

で長い年月をかけて改善されてきた点が多く見受け

られ，人々がこれまで引き継いできた技術をいたると

ころから感じることができた。また，危険な作業であ

るが人の手で行われるからこそ液状になった鉄が冷

え固まる際に密度が均一になり，強度が高くなるのだ

ということが分かった。このことから，機械化が進む

現代では，人の手で行われる作業が工場においても減

少傾向にあるが，人の手でしか再現できない技術や製

品が数多く存在しているということを改めて実感さ

せられた。そのため，機械では再現できない伝統的な

技術が引き継がれるように保護しつつ地域活性化に

生かしていくことが必要であると考えさせられた。ま

た，以前までは川口駅周辺地には鋳物工場が乱立して

いたが，都市開発が行われるようになったことを契機

に川口駅周辺地にはビルが数多く建設されるように

なり，多くの鋳物工場が廃業に追い込まれることとな

った。都市開発が進むことで交通利便性や施設の充実

等生活の利便性が向上し，住みやすいまちとなること

で地価が上昇することとなり資産価値が上がるため，

川口市としても大きなメリットがあることは間違い

ない。しかし，都市開発が進むことで鋳物等の地場産

業が衰退し，その土地の伝統的な技術が失われるとい

うのは重大な問題であると考えた。そのため，今後都

市開発を行っていく際には，その計画を進めても地場

産業を維持することができるかという点にも着目し，

都市開発と地場産業の維持の両立ができないかを検

討する必要があると考えた。 

【写真 14 作業の様子】 
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４ 川口市役所及びデイジイ 

川口市役所の庁舎を訪問した。この庁舎も『ロード・

オブ・ＯＮＡＲＩ～未来へつなぐ想い～』の重要な舞

台である。本作の重要なシーンに，この本庁舎の屋上

から川口市内を一望するというものがあるのである

が，あいにく当日は荒天だったために屋上へ上がるこ

とは叶わなかった。次回訪問した際には是非訪れたい

と思った。 

川口市役所訪問では，産業振興課商業観光係の職員

の方々から観光や防災，川口市の特徴等様々な観点か

らのお話を伺った。その中で，特に大きな観光名所が

ない市でどのように観光を推進していくのかという

お話は現在我々が携わっている浜村地区活性化学生

プロジェクトでも話し合いが行われているというこ

ともあり，今後の活動に関わる有効な情報を得ること

ができた。昼休みには，若手職員の方々に市役所での

業務や就職活動に関する質問に答えていただく時間

を取っていただいた。 

民間企業での就業経験のある職員の方は，民間企業

との違いとして，従業員（職員）同士の競争がなく，

チームで協力して働くことが多いということを挙げ

ていらっしゃった。併せて，就職後のビジョンを考え

て入りたい課を探してみること等も印象的であった。

また，当該課での業務内容について，商店街活性化の

ための事業等についてお伺いすることが出来たため，

商業観光係の業務内容について理解が深まった。 

【写真 15 川口市役所外観と視察当日の会議室の表札】 

 

昼休みに関連して，私たちが，昼食に購入したパン

の店舗，川口市で有名なベーカリーである「デイジイ」

を紹介する。デイジイ41は 1962（昭和 37）年に川口市

で創業，現在は埼玉県と東京都に関連店舗を合わせて

計 17 店舗展開しており，店舗の出入りが激しく，競争

も多い東京駅にも出店しているほどのベーカリーで

ある。パン以外にも，ケーキや焼き菓子を取り扱って

おり，パティスリーとしても愛されている。事前に昼

食の購入先を検討していた際，農林水産大臣賞を取っ

たパンが売られているベーカリーがあると知り，ここ

で購入することを決めた。それは，「クロワッサンＢ.

Ｃ.」というパンである。このパンは，1996（平成８）

年に開催された第４回「バターと生クリームを使った

プロによるパン洋菓子コンクール」のパン部門におい

てグランプリの農林水産大臣賞を受賞した。その後，

全国パンフェスティバルの第２回大会で全国一位に

なる等殿堂入りも果たし，テレビやメディアで話題と

なっている。店舗内に入ると，平日であったが客が多

かった。作りたてのパンを陳列するために，その日に

売れそうなパンを小ロットで回転させて，焼き上げて

いるという。そのため，人気商品のクロワッサンＢ.Ｃ.

は残り少なくなっていた。市役所で昼食をとった際に

は時間が経っていたが，外のサクサク感と中のしっと

りとした生地が非常に美味しかった。クロワッサンＢ.

Ｃ.のＢはバター，Ｃはクロワッサン・クッキー・ケー

キを意味しており，パンとお菓子が融合したような食

感であった。市役所職員の方が，川口市には地元で有

名なケーキ店があり，パンも含めて美味しいスイーツ

取扱店が多いまちであるということをお話しいただ

いた。 

【写真 16 クロワッサンＢ.Ｃ.】 

 

また，事前に職員の方々にお渡しした観光行政全般

についてのアンケートへの質疑応答を行っていただ

いた。そのアンケートと回答については表２・３の通

りである42。行政目線では「住みよいまち」を作るため

に，交通や不動産，自然環境等を重要視している。併

せて，その「住みよいまち」を継続させるために市民

参加と協働を考慮している行政は，「川口市市民参加

条例」等を踏まえ，積極的に市民が街づくりに参加で

きる体制を整えている。また，商業観光係の業務内容

とも関連するが，人口減少が進む中で問題視されるシ

ャッター街の増える商店街等の諸問題について補助

金の面から解決のために取り組んでいる。 
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【表２ まちづくりについての質問と川口市側の回答】

 

【表３ 移住者についての質問と川口市側の回答】

 

第４章 考察 

１ 視察から得たこと 

第２章第２節で紹介したように，埼玉県川口市では

地域における活性化政策が盛んに行われている。今回

の視察において，その様子をつぶさに目にすることが

できた。 

先述の通り，川口市では，「定住促進」と「観光振興」

という，一見して両立が難しい２つの政策が同時に行

われている。両者のうち，視察を通して強く感じたの

は「観光振興」に力を入れているということである。

今回の視察実施のきっかけとなったのが『ロード・オ

ブ・ＯＮＡＲＩ～未来へつなぐ想い～』43であったこ

とから観光を主眼とした取り組みが成されているこ

とは予想していたところであるが，実際に現地でお話

しを伺ったのが，川口市役所産業振興課の職員の方々

であったことからもその印象を強く感じることがで

きた。 

しかし，川口市自体に有名な観光スポットがあるの

かと問われれば，答えは否とならざるを得ない。産業

振興課の職員の方々にお話を伺った際にも，「川口に

はわかりやすい観光地がない」との発言があった。そ

れでは，川口市ではどのように観光の振興を行ってい

るのであろうか。川口市は資源が乏しいことが課題で

あると考えられているため，身近なものを観光資源に

変えるようにしているようである。例えば，ラーメン

やスイーツといったグルメを推したイベントを企画

する等，日常に溶け込んでいるものを新たな観光資源

として仕立て上げており，また，それが成功している

ようである。 

そして何より，今回の視察のきっかけとなった『ロ

ード・オブ・ＯＮＡＲＩ～未来へつなぐ想い～』であ

る。先述したように同作品は，市外部に対して，川口

市の全体やロケ地となった錫杖寺をはじめとした各

所を紹介するだけではなく，市内としても，行政と各

所との繋がりを生むという功績を残しているといえ

るだろう。川口市では，このように観光資源を自ら発

掘し，全国に発信することができているといえる。今

回の視察でロケ地を巡った際にも，観光地として特に

目立つスポットはなかったように思えた。しかし，よ

く目をこらせば，地域に溶け込んでいるスポットはた

くさんあり，映画による事前知識がなければ立ち寄る

機会がなかったであろう名所はたくさんある。ではな

ぜ，それらのスポットを観光で持ち上げることができ

たのであろうか。それは，川口市で昔から続いてきた

歴史がしっかりと受け継がれているからだといえる

だろう。 
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２ 中核都市への移行 

 川口市は 2018（平成 30）年４月 1 日に中核市へと

移行している。「中核市」とは，都道府県が行っている

事業の一部を人口 20 万人以上の市に移譲し，より身

近な行政を行うことができる制度のことである。これ

により川口市は埼玉県から多くの事務権限が委譲さ

れることとなった。中核市になれば地域の特性を活か

したまちづくりができるようになることから，理想と

するまちの在り方を目指しやすくなったといえるだ

ろう。しかし，川口市が押し進めている観光について

はやはり，観光資源の乏しさが壁となっている，この

点については，実際に視察を行う中でも感じることで

あった。訪問した先々でそれぞれの魅力や価値等に触

れることはできたが，それは私たちが視察として学ぶ

視線で訪れていたことや，市役所職員の方々から詳細

な解説を伺いながら見学させていただいていたこと

も関係しているのではないかと考える。どの訪問先も

歴史や地域の特徴が表れた素晴らしい場所であった。

しかし，何も知らない人が，ふらっと立ち寄りたくな

るような観光資源は，川口市にはあまり多くはない。 

今回視察してわかったことは，現時点では「住みや

すい街」としての側面が強いということである。しか

し，職員の方からお話を伺う中で，川口市は今後観光

面の発展を目指されていることもわかった。中核市へ

移行したことは，この点においても条約制定や観光資

源の発掘等の面において，市がある程度独自性を打ち

出して行うことができるという利点に繋がっている

と考えることができるのではないだろうか。また，浜

村地区についても同様に，2018（平成 30）年４月１日

に同地区を内包する鳥取市が中核市へ移行している。

浜村地区としては，川口市の事例とは異なり市全体と

してではなく，市の一部である気高町の，そのまた一

部の地区であり，規模がまったく異なるといえる。し

かし，鳥取市自体が川口市と同様に中核市へと移行し

た点から鑑みれば，鳥取市自体が川口市と同様，中核

市になったことで理想的なまちづくりをしやすくな

ったと考えることができ，それに応じて，気高町も，

浜村地区も理想的なまちづくりをしやすくなったと

考えることができるようになるのではないだろうか。

とはいえ，川口市の人口は約 60 万人，これは鳥取県全

体の人口さえも上回る数値であり，中核都市となった

タイミングは同じであったとしても，その規模の差は

明らかである。そのため立地による利便性や資金面等，

同じ条件とはいい難い。しかし，理想とするまちづく

りの在り方や現在のまちの在り方，といった点で両地

域には共通点があるのではないだろうか。 

 

３ 浜村地区との類似点 

 今回の視察を通して川口市が行っている産業振興

の実績について触れることができた。しかし，今回の

視察で私たちが実感したのは，先述の通り，「住みやす

い街」としての川口市であった。つまり，ある意味観

光客として川口市を訪れたのにも拘わらず，観光地と

しての印象よりもベッドタウンとしての印象を強く

感じたのである。まず，駅の改札を抜けるとすぐに「住

みやすい街第１位」の文字が飛び込んでくる。第２章

で述べた通り東京との都県境であるという立地も影

響し，実際の川口市は生活の拠点としての役割が大き

い。まさに東京に働きに行く人たちのベッドタウンな

のである。街を行く人々も，観光客というよりも通勤・

通学を目的とした人が多い印象であった。そのためこ

こが観光地であるとの印象はほとんど受けなかった。

先述したように行政側が行っている政策は２つに分

かれている。川口市は「観光」に力を入れつつも，そ

の実態は生活拠点であることから，生活拠点であると

いう実体に「観光」という付加価値を付けようとして

いるのではないかと感じられた。観光を進める方向に

進むべきか，住みよい街としての在り方を貫いていく

べきか。この点は，現在の浜村地区の状況と非常に良

く似ていることに気が付いた。というのも，観光に力

を入れるとその地が観光地化することとなる。その結

果「住みよい街」という側面が希薄になっていく危険

性があるからである。特に，川口市は既に「住みよい

街」としての地位を確立しているほど生活基盤として

の性格を有している地域であるといえる。そのため

「観光地」としての性格を付加しすぎることによって，

「住みよくない街」となりやすい状況にあるのではな

いだろうか。 

 先述したように，浜村地区においては，佐藤研究室

に相談依頼がきた当初，観光を主眼とした活性化を目

指すということであった。しかし，現在のプロジェク

トにおいては住民主体の，住みやすい生活拠点として

のまちづくりに重点が置かれている。現在の浜村地区

では，観光でまちを活性化したいという想いと，住み

やすさを維持したいという想いが混在しているとい

える。現状，浜村地区は観光面での特徴はほとんどな

く，生活拠点としての特徴の方が強い地域であるとい

える。確かに，かつては温泉地として，「浜村温泉」と

いう有名な大観光地としての特徴を有していた地域

ではあった。しかし，現在においては，その観光地と

しての繁栄は見る影もない。現在，浜村地区には，住

民向けの共同浴場44と旅館が 1 軒あるのみで，温泉地

としての『浜村温泉』の観光は衰退しているといえる

厳しい状況にある。 
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そもそも，浜村地区は周辺地域との「小さな拠点事

業45」において生活の拠点としての役目を担っている

地域である。移動には自動車を保有していないと厳し

い部分もあるものの，駅の周辺にスーパー等の生活に

必要なものを手に入れるには充分な店舗が集中して

いることから，暮らしやすい街であるといえるだろう。

とはいえ，住民や気高総合支所が望んでおり，我々が

プロジェクトの目的として掲げている「観光と住民生

活を両立させた持続的なまちづくりによって，浜村地

区の人々の生活をよりよくする」ということのように，

観光面が重視されているということも事実である。観

光促進としては，共同浴場を一般開放する等の取り組

みが検討されているが，現在はまだ開放には至ってい

ない。また，共同浴場を一般開放したとしてもかつて

繁栄していた「浜村温泉」を復興することはできない。

そこで，川口視察の経験を活かし，新たな観光スポッ

トを創造する必要があると感じている。 

川口市の事例において，日常に溶け込んでいるもの

を観光資源に仕立て上げるということがあった。グル

メの例がそうである。例えば，デイジイの事例が考え

られるだろう。デイジイというパンの製造と販売をし

ている店舗の存在は川口市民にとっては，観光資源で

はなく，日常の食料品店の１つであろう。実際，指導

教員も良く買いに来ていたそうであるし，立ち寄った

ときも近隣の工場や作業場，会社などに勤める方たち

が買い物をしていた。つまり，日常に溶け込んでいる

といえるのである。しかし，ここはただのパン屋では

ない。川口市を訪れる観光客からすると「農林水産大

臣賞を受賞した有名なパンがあるならぜひとも一度

食べてみたい」という思いが生じ，有名なパンが観光

客の目を引く観光資源となることもあるのである。 

このことを浜村地区にあてはめて考えてみると，焼

き菓子店「はこぶね」がそれに該当する可能性がある

のではないだろうか。浜村地区の住民からすれば，日

常に溶け込んでいる菓子店であるが，可愛らしい店の

外観やこだわりのお菓子は浜村駅前に立ち寄る観光

客の目を引く観光資源となり得る。川口市のデイジイ

のように，まだ知名度はないが，観光資源に仕立て上

げることは可能であると考える。このように，川口市

視察では，浜村にあてはめられることや参考となる知

見を多く得ることができた。浜村と川口という一見ま

ったく共通点のない２つの地域に共通している，「観

光と住民生活の両立が課題である」ということを今回

の視察を通して学ぶことができた。今回の知見を今後

も浜村地区活性化プロジェクトに反映させていきた

いと考える。 

 

おわりに 

 今回，川口市を舞台とした『ロード・オブ・ＯＮＡ

ＲＩ～未来へつなぐ想い～』という作品との出会いを

きっかけに，川口市の観光行政について視察を行い，

学生たちも様々なことを学ぶことができたようであ

る。本調査で得た地域資源の活かし方や発信の仕方等

観光行政の知見を参考に，浜村地区活性化学生プロジ

ェクトでの活動を通し浜村地域の活性化に貢献させ

ていただく所存である。 

 今回の視察の前日，都内にある他大学で浜村地区地

域活性化プロジェクトについての発表を行った。相手

は浜村に一度も訪れたことのない，その日にはじめて

浜村の存在を知ったという学生たちである。佐藤研究

室の浜村での活動を聴いたそれらの学生たちは非常

に興味を持ってくれたようであった。その後，このプ

ロジェクトについてのグループワークを行ったのだ

が，はじめて聴く浜村地域について非常に参考となる

提案をいくつも聴くことができた。佐藤研究室の学生

たちはもう２年間も浜村地区に関わっていることか

ら思いきった提案ができなくなっているが，浜村地区

の実情を知らない他大学の学生たちの方はそれを活

かして思いきった提案をしてくれたのが印象的であ

った。研究室の学生たちもその提案を参考にさらに

色々考えていきたいとのことであった。 

 さて，今後であるが，今回の川口市との出逢いから

本文でも述べているように鳥取市と川口市というま

ったく同じ時期に中核市となった都市間の比較研究

を佐藤研究室では行っていく予定である。なお，これ

は観光面に限らない。 

 川口市の職員の方からのお話の中に，西川口のこと

があった。かつて西川口は所謂風俗街であった。2005

（平成 17）年に埼玉県警が「風俗環境浄化重点推進地

区46」に指定し一斉摘発を受けたことで風俗街は衰退

し，入れ替わる形で外国人が多く居住し「西川口チャ

イナタウン」と呼称されるまでになった。西川口では，

日本語の全く通用しない店も少なくないようである。

川口市では，そうした状況を受け治安・衛生維持のた

めＮＰＯ法人と連携しながらまちづくりに取り組ん

でいる。ある職員の方からは，横浜中華街のようにな

らないかなという話も伺った。 

 このように地域の可能性を感じられ，多くの知見を

得られる有意義な視察だったと思える。今後も研究室

としての活動を川口市，鳥取市で進めていきたいと思

う。 

 

 

地 域 学 論 集　　第19巻　　第１号（2022）74



佐藤 匡・梅谷 康平・河合 真希・岸本 星乃・西田 歩未・宮脇 ちひろ・與倉 千花： 
住民の生活と観光を両立させた持続的なまちづくり 

 

註 

 
01 最近の活動では，現役の裁判官・検察官・弁護士を大学

に招いて実施した模擬裁判と裁判員実習の模様が令和４

年５月 19 日の読売新聞に『鳥大学生ら模擬裁判体験』と

して，公正取引委員会中国支所の職員の方々を招いて実施

した独占禁止法研修の模様が令和 4 年５月 31 日の日本海

新聞に『公正な市場競争学ぶ鳥大で「独占禁止法教室」』

として，令和４年６月３日の読売新聞に『価格競争ゲーム

で体験鳥大で「独禁法」講座』として報道された。 

02 本調査は，鳥取市と佐藤研究室の共同研究であり，『鳥

取市町内会加入の実態と組織運営の現状についての調査

研究報告書』（令和３年３月）にその調査結果をまとめて

いる。 

https://www.city.tottori.lg.jp/www/contents/16443

65832698/simple/kyoudousuisinka_chounaikai.pdf（2022

年６月 15 日閲覧及び確認） 

03 本プロジェクトの経緯については本稿第１章１にて詳

説する。 

04 浜村地区活性化委員会とは，まちづくり実施計画策定の  

ため，2020（令和２）年９月に地域活動団体・有識者等に

よって立ち上げられた委員会である。18 名の委員と景観・

空き家のオブザーバー各１名，佐藤研究室所属の学生アド

バイザー３名で構成されており，委員会には気高支所の職

員も参加する。浜村地区活性化委員会『浜村地区まちづく

り実施計画』（令和４年２月）９，10 頁参照。 

05 委員会の班は，１班「住民がつながるまち」，２班「空

き家の活用と美しい街並みのまち，気軽に商いができるま

ち」，３班「みんなが気軽に温泉に入れるまち」という構

成である。１班の「住民がつながるまち」は，世代間交流

や，高齢者の活躍を促進することによって住民同士のつな

がりを強めようとするものである。具体的な活動内容とし

ては，地域の人材バンクづくりを一からつくるということ

を企画されている。２班の「空き家の活用と美しい街並み

のまち，気軽に商いができるまち」は，景観を良くして観

光客が来やすくすること，地域の空き家を利用して，移住

者を含む住民が商いをしやすくするものである。具体的に

は，商工会議所の方を中心に植栽マスを活用すること，空

き家バンクづくりが進められている。３班の「みんなが気

軽に温泉に入れるまち」は，浜村地区の地域資源である温

泉の活用を促進しようとするものである。具体的には，住

民のみが入湯可能な共同浴場の一般開放に向けて，活動が

行われている。 

06 鳥取市『浜村地区まちづくり実施計画』55 頁参照。 

07 浜村駅の周辺はかつて温泉街として賑わっていた。しか

し，現在多くの温泉旅館が閉館しており，廃墟のように立

ち並んでいる。温泉は共同浴場や数少ない旅館で使用され

ている。 

08 コミュニティカフェは「喫茶ミラクル」というカフェで

ある。このカフェは，元理容室とスナックを改修して作ら

れ，週に３日営業している。主に移住者の拠点，地域住民

と の 交 流 の 場 と し て 機 能 し て い る 。 喫 茶 ミ ラ ク ル

Instagram アカウント，ステータスメッセージ参照。 

https://www.instagram.com/miracle_tottori/?hl=ja

（2022 年６月 15 日閲覧及び確認） 

焼き菓子店は，「はこぶね」という浜村駅前の通りにあ

る小さな菓子店である。鹿野町出身の店長によるこだわり

の焼き菓子は，非常に人気で売り切れることもよくある。

とっとりずむ「［焼き菓子店はこぶね］「体に優しい」を目

指すナチュラル素材にこだわった焼き菓子のお店 – 鳥取

市浜村」参照。 

https://tottorizumu.com/yakigasiten-hakobune/

（2022 年６月 15 日閲覧及び確認） 

09 ヤサホーパークは，丘と足湯と遊具がある公園である。

正式名称は，気高町浜村砂丘公園。「ヤサホー」とは浜村

に伝わる踊り，貝がら節の掛け声である。浜村地区の子育

て世代がよく利用する公園で，子どもたちの遊び場となっ

ている。鳥取市観光コンベンション協会による Facebook

の投稿参照。 

https://m.facebook.com/1127527833973396/posts/372

9458690446951/（2022 年６月 14 日閲覧及び確認） 

鳥取市「気高町浜村砂丘公園・気高町北浜公園・鹿野町

温泉公園・鹿野町越路ヶ丘公園・青谷町空浜公園のご案内」

施設の概要参照。 

https://www.city.tottori.lg.jp/www/contents/13989

88477400/index.html（2022 年６月 14 日閲覧及び確認） 

10 註６前掲資料 55-58 頁参照。「浜村地区まちづくりグラ

ンドデザイン」とは，浜村地区が取り組むべき課題やテー

マを示し，ここで安心して暮らしていける事柄を体系とし

て分類し，課題解決の方向性をまとめたものである。この

ことにより行政，地域の組織・団体等様々な主体が担うべ

き役割が明確になった。このグランドデザインをもとに作

られたのが１～３班のテーマである。また，「小さな拠点

事業」にも言及しており，浜村地区が気高地域の人々の生

活の拠点としての役割を担っていくことが明記されてい

る。 

11 住民企画の温泉イベントとは，2022 年３月 27 日に活性

化委員会３班の委員たち地域住民による，共同浴場の入浴

体験である。新泉共同浴場と旅館「貝殻節の里 旅風庵」

の温泉の入浴体験が１人 500 円で出来るイベントとなっ

ており，周辺飲食店のランチ営業，雑貨販売，地域の喫茶

店のサンドイッチ販売等が行われた。また，体験入浴のお

まけとして，「はこぶね」の焼き菓子が参加者に提供され

た。10 時～14 時のイベントで，参加者は 15 人程度であっ

たが，今後も行い，地域での知名度を上げていくことで新

泉共同浴場一般開放に向けていく予定であるという（活性

化委員会３班委員談）。 

12 佐藤研究室では所属の学生全員で同じ映像作品等を視

聴し，その作品の周辺知識や作者が訴えたいことは何か等

その内容について討論する「メディア研究」という勉強会

を休日，定期的に行っており，既に卒業した卒業生たちも

多数参加している。また、他大学の大学院生等の外部講師

も参加している。今回の訪問及び視察のきっかけとなった

『ロード・オブ・ＯＮＡＲＩ～未来へつなぐ想い～』もそ

の一環として視聴し，討論した。なお，これまでに扱った

作品は，『復活の日』・『恋はデジャ・ブ』・『白ゆき姫殺人

事件』・『39 刑法第三十九条』・『翔んで埼玉』・『シン・ゴ

ジラ』等。 

13 川口宿鳩ヶ谷宿日光御成道まつり実行委員会『ロード・

オブ・ＯＮＡＲＩ～未来へつなぐ想い～』YouTube 動画参

照。 

https://www.youtube.com/watch?v=nyIkXHlWwso&t=134

2s（2022 年６月 15 日閲覧及び確認） 

14 川口市視察当日配布資料参照。表１は，当日配布資料を

もとに作成。「あいうえおのまち川口」と称して，市の特徴

や特産品を紹介している。 

15 ペデストリアンデッキとは，高架等で設置された歩行 

者専用通路のことをいい，建物の入り口まで続く構造とな

っている。 

 

75



地域学論集 第 19 巻第１号(2022) 

 

 
16 「本当に住みやすい街大賞」とは住環境，交通の利便性，

教育・文化環境，コストパフォーマンス，発展性の５つの

基準を設け，住宅専門機関アルヒの膨大なデータのもとに

住宅や不動産の専門家が関わる選定委員会による公平な

審査をしている。そして，本当に住みやすい街を選定する

ことで人々の住まい選びの参考になることを目的とした

ランキングとなっている。 

17 川口市経済部産業振興課「総合案内版川口市内観光ルー

トマップ」（2021 年埼玉県川口市市役所経済部産業振興課

商業観光係）参照。ハイウェイオアシスとは，高速道路の

休憩施設と都市公園等とを一体的に整備し，高速道路の利

用者にゆとりのあるスペースを提供するとともに，都市公

園等の利用増進を図る施設である。そのため，2022（令和

４）年４月 25 日にオープンした川口ハイウェイオアシス

は，水辺と木々の緑に彩られた自然豊かな公園であるイイ

ナパークと一体的に整備するため，連結した。「川口ハイウ

ェイオアシス〜食べる，遊ぶ，くつろぐ。水と緑のオアシ

ス空間が誕生〜」参照。 

https://www.kawaguchi-highwayoasis.com/（2022 年６

月 13 日閲覧及び確認） 

首都高速道路株式会社「『イイナパーク川口』2022 年４

月 25 日（月）全体開園 ～首都高初のハイウェイオアシ

ス『川口ハイウェイオアシス』誕生～」参照。 

https://www.shutoko.co.jp/company/press/2021/data

/02/21_press_kawaguchi_hwo/（2022 年６月 15 日閲覧及び

確認） 

18 ＳＫＩＰシティとは，「埼玉県内中小企業の振興」と「映

像関連産業を核とした次世代産業の導入・集積」を基本方

針に，民間の持つ技術力等の活用から企業の技術開発を支

援し，国際競争力を備えた県内産業の振興，映像関連産業

の集積する国際的な拠点づくりのために整備された。現在

は，「彩の国ビジュアルプラザ」や「埼玉県産業技術総合セ

ンター」，「埼玉県生活科学センター（彩の国くらしプラ

ザ）」，「川口市科学館（サイエンスワールド）」，「NHK アー

カイブス」等の施設が一般に利用・公開されている。埼玉

県「ＳＫＩＰシティ」参照。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/shisetsu/shakai/00

3.html（2022 年６月 13 日閲覧及び確認） 

19 デジタルシネマとは，フィルムを使わずデジタル方式で

撮影し，上映する映画の事である。田副暢宜プロジェクシ

ョンマッピング JAPAN デジタルシネマ参照。 

http://digitalcinemasociety.com/#:~:text=%E3%83%8

7%E3%82%B8%E3%82%BF%E3%83%AB%E3%82%B7%E3%83%8D%E3%8

3%9E%E3%81%A8,%E6%98%A0%E7%94%BB%E3%81%AE%E3%81%93%

E3%81%A8%E3%81%A7%E3%81%99%E3%80%82（2022 年 6 月 16 日

閲覧及び確認） 

20  「1110.city.com 川口市の魅力発信と定住サイト」

(1110city.com 運営委員会)参照。 

https://www.1110city.com/（2022 年６月 13 日閲覧及

び確認） 

21 註 20 前掲サイト内「きゅぽらん」の頁参照。 

https://www.1110city.com/cupolan/about.html（2022

年 6 月 16 日閲覧及び確認） 

22 註 20 前掲サイト内「イイ。川口」参照。 

https://www.1110city.com/ii-

kawaguchi/index_vol1.html（2022 年 6 月 16 日閲覧及び

確認） 

23 註 20 前掲サイト内「もっとイイ。川口 Vol.２」参照。 

https://www.1110city.com/ii-

kawaguchi/index_vol2.html（2022 年 6 月 16 日閲覧及び

確認） 

 

 

 

24 川口市「川口市市産品フェア」参照。 

https://www.city.kawaguchi.lg.jp/soshiki/01110/03 

0/3/2067.html（2022 年 6 月 24 日閲覧及び確認） 

25 前掲註 13 参照。 

26 前掲註 14 参照。 

27 「浮間わいわいねっと」参照。 

http://www.ukima.info/meisho/kawaguti/shakujyo/ho

ndo.htm（2022 年６月 15 日閲覧及び確認） 

28 ニッポン旅マガジン『錫杖寺』参照。 

https://tabi-mag.jp/sa0162/（2022 年６月 15 日閲覧

及び確認) 

29 宝珠山錫杖寺公式 Web サイト内「学びの 365 日」参照。 

https://www.shakujouji.jp/%E9%8C%AB%E6%9D%96%E5%A

F%BA%E3%81%AE365%E6%97%A5/%E5%AD%A6%E3%81%B3%E3%81%

AE365%E6%97%A5(2022 年６月 15 日閲覧及び確認) 

30 前川口市長である岡村幸四郎氏が現職４期時点で立候

補した市長選において，立候補者の街頭演説として応援演

説を行っていたその内容に「市営火葬場の建設」に係る請

願とその実施計画について触れられている。まっすぐ進

む！川口市議会議員松本すすむの Web ページ内「川口市長

選挙で応援演説を行う（５月 15 日）。」参照。 

https://www.komei.or.jp/km/kawaguchi-matsumoto-

susumu/2013/05/20/%E5%B7%9D%E5%8F%A3%E5%B8%82%E9%95

%B7%E9%81%B8%E3%81%A7%E5%BF%9C%E6%8F%B4%E6%BC%94%E8

%AA%AC%E3%82%92%E8%A1%8C%E3%81%86%EF%BC%88%EF%BC%95

%E6%9C%88%EF%BC%91%EF%BC%95%E6%97%A5%EF%BC%89/(2022

年６月 15 日閲覧及び確認) 

31 埼玉県川口市旧歴史自然公園事業等プロジェクト・チー

ム「都市計画公園の変更及び都市計画火葬場の決定につい

て（平成 24 年３月）」参照。 

https://www.city.kawaguchi.lg.jp/soshiki/01130/09 

0/project/4080.html（2022 年６月 15 日閲覧及び確認） 

32 川口市市長室広報課「広報かわぐち（2014 年２月号

No781）」（2014 年埼玉県川口市役所市長室広報課）参照。 

33 川口市提示の公園・火葬施設の整備は川口市神根地区の

赤山及び新井宿の地域の約 8.9ha を範囲としている。川口

市「都市計画公園の変更及び都市計画火葬場の決定につい

て（平成 24 年 3 月）」参照。 

https://www.city.kawaguchi.lg.jp/material/files/g

roup/122/gaiyou.pdf（2022 年６月 15 日閲覧及び確認） 

34 註 31 前掲計画地は，良好な自然環境を有する緑地の保

全に関し必要な事項を定めることにより，近郊整備地帯の

無秩序な市街地化を防止し，首都圏の秩序ある発展に寄与

することを目的とする「首都圏近郊緑地保全法」に基づく

安行近郊緑地保全区域として設定されている。国土交通省

『「首都圏近郊緑地保全制度」について』参照。 

https://www.mlit.go.jp/singikai/kokudosin/shuto/7

/images/shiryou6-3.pdf（2022 年６月 15 日閲覧及び確認） 

35 川口市都市計画部赤山歴史自然公園整備室旧歴史自然

公園事業等プロジェクト・チーム「ハイウェイオアシス整

備に至る経緯」参照。 

https://www.city.kawaguchi.lg.jp/material/files/g

roup/122/keii.pdf（2022 年６月 15 日閲覧及び確認） 

36 前掲註 17 参照。 

37 川口市都市計画部『赤山歴史自然公園整備室旧歴史自然

公園火葬施設整備室火葬施設整備事業「(仮称)赤山歴史自

然公園及び(仮称)川口市火葬施設の基本設計について」』

参照。 

https://www.city.kawaguchi.lg.jp/material/files/g

roup/122/kihonnsekkeisiryou_01764442.pdf（2022 年６月

15 日閲覧及び確認） 
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38 埼玉県川口市旧歴史自然公園事業等プロジェクト・チー

ム（平成 22 年 10 月１日～24 年３月 31 日）内「赤山歴史

自然公園の愛称が決定しました（平成 29 年８月）」参照。 

https://www.city.kawaguchi.lg.jp/soshiki/01130/09

0/olddivision/5/3742.html（2022 年６月 15 日閲覧及び確

認） 

また，同内容は産経新聞にも掲載された。産経新聞「『イ

イナパーク』をよろしく川口『赤山歴史自然公園』の愛称

決まる」2017 年９月 18 日 

https://www.sankei.com/article/20170918-

W2YMJQB3NVLV5HU2VXFEOJGLE4/（2022 年６月 15 日閲覧及び

確認） 

39 川口市市政情報街づくり・都市計画赤山歴史自然公園整

備事業「イイナパーク川口の整備の進捗状況について（令

和２年 11 月）」参照。 

https://www.city.kawaguchi.lg.jp/shiseijoho/machi

dukuri_toshikeikaku/8/37157.html（2022 年 6 月 8 日閲

覧及び確認） 

33 「現代の名工」とは，「技能者の地位と技能水準の向上

を図るために設けられた，卓越した技能者表彰制度に基づ

き，厚生労働大臣によって表彰された卓越した技能者（卓

越技能者）の通称」である。富和鋳造で案内をしてくださ

った方は，「長年，鋳造一筋に技術・技能を極め，高品質

の大物鋳物の安定製造は高い評価を受けている。また，精

力的に技術・技能の継承のため，後進者の育成に尽力して

いる」という技能功績が認められ，表彰された。厚生労働

省「現代の名工」参照。 

https://waza.mhlw.go.jp/gendainomeikou/index.html

#:text=%E3%80%8C%E7%8F%BE%E4%BB%A3%E3%81%AE%E5%90%8

D%E5%B7%A5%E3%80%8D%E3%81%A8%E3%81%AF,%E9%83%A8%E9%

96%80%E3%81%AE%E6%8A%80%E8%83%BD%E8%80%85%E3%81%A7%

E3%81%99%E3%80%82（2022 年６月 15 日閲覧及び確認） 

厚生労働省「第１部門 金属材料製造の職業等」参照。 

https://www.mhlw.go.jp/topics/2009/11/tp1109-

1a.html#dai01（2022 年６月 15 日閲覧及び確認） 

41 デイジイの情報及び写真 16 はすべて『デイジイ公式サ

イト』参照。 

https://www.daisy1962.co.jp/（2022 年６月 15 日閲覧

及び確認） 

42 表２・３は当日資料を元に作成し，一部抜粋したもの。 
43 川口宿鳩ケ谷宿日光御成道まつり実行委員会公式サイ

ト参照。 

https://www.onarimichi-matsuri.jp/（2022 年６月 8 日

閲覧及び確認）。 

44 共同浴場とは，低料金または無料で入浴できる公設・私

設の浴場のこといい，主に，地元の人々が管理する温泉を

利用した浴場を意味する。所謂お風呂屋さんや銭湯と言わ

れる公衆浴場とは異なる。 

45 「小さな拠点事業」とは，『浜村地区まちづくり実施計

画』のなかでも取り上げられており，「浜村地区グランド

デザイン」をつくるうえで活用されている取り組みを指す。

集落生活圏の中に郵便局やガソリンスタンド，学校や道の

駅等を充実させることがイメージされている。 

46 埼玉県警では，風俗環境等の浄化のため，2005（平成 17）

年に「繁華街・歓楽街総合対策本部」を設置し，大宮駅周

辺地域及び西川口駅周辺地域を重点推進地区に指定して，

取り締まりをはじめとする諸対策を推進している。埼玉県

議会「平成 27 年２月一般質問・質疑質問・答弁前文（沢田 

力議員）」参照。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/e1601/gikai-

gaiyou-h2702-g050.html(2022 年６月 15 日閲覧及び確認) 
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